
＜一般書　文学＞
柩の狩人 （大沢　在昌）
ブティック （池井戸　潤）
魔の道　　　　　  （ガビーノ・イグレシアス）
大江戸フューチャーズ （稲葉　大樹）
雨が降ったら （寺地　はるな）
あなたが正しくいられたとき　  （芦沢　央）
ラスト・ワルツ （小手鞠　るい）
そうだ、君を憎めばいいんだ

（桜庭　一樹／他）
＃台所のあるところ （原田　ひ香）
花咲けじいさん （武田　鉄矢）
かなしいごはん （井上　かなえ）
後宮の呪術妃 （白川　尚史）
モナリザの裏側 （一色　さゆり）

＜一般書・その他＞
ワタナベマキの大人はこんな自炊でいい

（ワタナベ　マキ）
男と女の言いかえ図鑑 （五百田　達成）
実家の断捨離　　　　　 （やました　ひでこ）
50 代からのしあわせ「ひとり旅」

（岸本　葉子）
精神科医おどおど日記 （駒木　爽）
わたしはこれでやせました （ＭＥＧＵＭＩ）
知の本棚 （池上　彰）
藤井恵の夏ごはん （藤井　恵）

「しくじり」の世界史  （ポール・コールター）
頑張らない運動術 （岩木　博美）
認知症かもしれない期にやるべきこと

（広川　慶裕／監修）

＜児童書＞
夏の迷子 （村上　しいこ）
ゆめのなかの名探偵 （杉山　亮）
おならはえらい　　　　（まど　みちお／詩）
チーターどっちいったー？ （大塚　健太）
バナナでんわででんわをしたら

（ギデオン・ステラー）
ありのこりーこ （秋山　あゆ子）
うきわんわん （乾　栄里子）
ゼロ！　　　　　　　　　（サラ・アルビー）
ぼくらは物語ハンター　（バーバラ・リード）
トマトパスタがはねるなぞをとけ

（かんちく　たかこ）
知ると楽しい！洋菓子のひみつ

（「洋菓子のひみつ」編集部）

本の所在については、図書館にお問い
合わせください。
問合せ　芦原図書館　☎ 78-7246

金津図書館　☎ 73-1011

芦原図書館　わくわく BOX おはなし会
　芦原図書館では、「こどもと絵本を楽しむ会 わくわくＢＯＸ」
によるおはなし会を開催しています。
　わくわくＢＯＸは、「本が大好きなまちにしたい」という思い
から 2001 年に誕生しました。会の名称は、“ あわら温泉のお湯
が豊かに湧く ” ことにちなんで名付けられました。現在は 10 人
の会員が在籍し、子どもたちに絵本の楽しさを届けています。
と　き　毎月第 3 土曜日　11 時～ 11 時 30 分 ※ 8 月は休み
ところ　芦原図書館
問合せ　芦原図書館　☎ 78-7246

カラフルなガラスを使って
フォトフレームを作ろう！

　色とりどりのカラフルなガラスを使って、フォトフレームを
作ります。中には、自分で描いた絵を飾り、オリジナルのフォト
フレームにしましょう！
と　き　８月１日（土）10 時～ 11 時 30 分
ところ　芦原図書館　会議室
対　象　幼児、小学生 ※幼児、低学年は保護者同伴

講　師　高
たかみどり

緑 由
ゆ み こ

美子 氏（ガラスアトリエ ハッピーマニアック）
参加費　無料　　定　員　15 人（先着順）
持ち物　色えんぴつ、マジック、タオル
申込み　芦原図書館窓口、電話または二次元コード

からお申し込みください。
問合せ　芦原図書館　☎ 78-7246

工作教室「科学マジックと手づくりおもちゃ教室」
　金津図書館で、くどう博士による科学マジックショーと手づく
りおもちゃ教室を開催します。おもちゃ教室では、視覚トリック
で飛び出す「タヌキ屋敷」と「動物当てパズル」を作ります。
ぜひご参加ください！
と　き　８月 2 日（日）14 時～ 15 時 30 分
ところ　金津本陣ＩＫＯＳＳＡ３階　大ホール
対　象　小学生 ※低学年は保護者同伴

講　師　工
く ど う

藤 清
きよし

 氏　　参加費　無料
定　員　15 人（先着順）　　持ち物　ハサミ
申込み　７月 15 日（水）受付開始

金津図書館窓口、電話または二次元コード
からお申し込みください。

問合せ　金津図書館　☎ 73-1011

▲ 申込みはこちら

▲ 申込みはこちら

おはなしホイホイだけじゃない！
図書館イベント
盛りだくさん

参加者の声
おはなしホイホイに参加した親子に聞きました！

おはなしホイホイでは家族以外が読み聞
かせをする特別感や緊張感が味わえます
し、知らない絵本に出会える新しい発見
もあります。子どもには読み聞かせを通
して、集中して人の話を聞く力やいろん
なことに興味を持つ好奇心を育んでほし
いと思います。

今日は雨が降っていたので、図書館の読
み聞かせに行こうと思い参加しました。
読み聞かせ中、子どもが絵本にずっと集
中している様子に驚きました。読み聞か
せを通して、人の話を聞く力を育ててほ
しいですが、純粋に絵本を楽しんでくれ
ればいいかなと思っています。

日頃、ゆっくり読み聞かせの時間が取れ
ないので今回参加しました。絵本の登
場人物の感情を汲み取って、「すごい！」
や「かわいそう」などの言葉を伝えてく
れることに驚きました。読み聞かせから、
想像力や相手を思いやる心を持った子に
育ってほしいと思います。

子どもが祖母とおはなしホイホイに参加
した際に、喜んでいたと聞いて、今回も
参加しました。家族以外が読み聞かせを
することで、表現方法も変わるので、子
どもにとって新鮮だったのではないかと
思います。読み聞かせを通して、自分か
ら興味のあることを見つけ、行動する力
が育まれたらいいなと思います。

大型絵本を見たとき、子どもが自ら前に
出ていって楽しそうで、親としても新し
い発見がありました。絵本を通して何か
の力を身につけてほしいという思いはな
く、絵本を好きになって、身近に感じて
ほしいと思っています。

▼ 参加者アンケートの結果：回答者 12 人（複数回答あり）

じっと絵本を見つめ、
集中して聞いていました

（4人）

図書館などを利用して、
もっとたくさんの本を借
りてみようと思いました

（8人）

人の温かい声で読んでも
らうことで、親もホッと
できました　　　（6人）

＼ほぼ全員がまた参加したいと回答！／

おはなしホイホイの活動を通して、たくさんの子どもたちが絵本との出会いを重ねてきました。
市では今後も読書活動の推進に努めていきます。皆さんもこの夏、絵本の世界をのぞいてみませんか。
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